
ピアノのエディ・ヒギンズといえば60年代からその名を知られるベ

テラン・ピアニストだが、近年はわがヴィーナス・レーベルに相次い

で新作を録音していまやこのレーベルを代表するアーティストにまで

なっている。筆者はエディ・ヒギンズが3年前に「アゲイン」（ヴィー

ナスTKCV-35068)というアルバム完成させ、東京・原宿の「キースト

ン」に出演するため来日したときにそれまで謎に包まれていた彼の70

年代～80年代の状況などをきいたことがある。会ってみると、1932年2

月21日の生まれで、67歳（1999年当時）になるというエディは予期し

た通りの感じのいいジェントルマンだった。そのときエディは意外な

事実を明かしてくれた。てっきり初来日と錯覚していたわたしに、「は

じめて来日したのは1980年で、そのときは東京の中野にアパートを借

りて4ヶ月間滞在した。当時のワイフは日本人で、お里帰りみたいなも

のだった。彼女は関西の芦屋の出身で、京都なんかにも案内してもら

った。だから大の日本びいきなんだ。そのときは、東京を拠点に大阪、

新潟、広島とかのホテルでもっぱら演奏した。東京では銀座の『スイ

ング』なんかにも出たし、東芝EMIにレコーディングもした」と語っ

たのである。じつは「アゲイン」というアルバムの中に＜Gion Kouta

～Kyoto Blues＞（祇園小唄～京都ブルース）というエディ・ヒギンズ

のオリジナル曲が入っていた謎が、これで解けたのだった。そのとき

エディは「もっとも彼女とはその後離婚することになってしまってね。

あれからもう2回も結婚しているよ」と目配せしてみせた。彼の70年代

から80年代にかけての消息については「新・世界ジャズ人名辞典」（ス

イングジャーナル社1988年刊）にも触れられていないので、この機会

に、空白期間の活動状況などをただすと、エディは「1970年にシカゴ

からフロリダに移り住んでね。ジャズのメッカから遠く離れたところ

に引っ込んだ格好になってしまったんだ。シカゴで活動していた50年

代から60年代にかけては有名な『ロンドン・ハウス』のハウス・トリ

オのリーダーとして長らく活躍していたから注目もされた。なにしろ

『ロンドン・ハウス』の仕事は1957年から1969年まで12年間も続いたん

だ。当時は『ロンドン・ハウス』の全盛期で、クラブにはいつもオス

カー・ピーターソン・トリオとかスタン・ゲッツとかディジー・ガレ

スピーといった超有名ミュージシャンが毎週のように出ていたんだ。

彼らの演奏を聴きながら、交代でステージをつとめるっていうのは凄

い刺激だった。1960年にVeeJayというレーベルにリチャード・エバン

ス（ベース）とマーシャル・トンプソン(ドラムス)という顔ぶれのトリ

オで録音したアルバムはそのころ毎日『ロンドン・ハウス』でプレイ

していたグループだったんだ。エディにとっては、やはりシカゴの

『ロンドン・ハウス』時代が懐かしいらしい。フロリダ州フォートロー

ダーデールに移住したあと、エディは1978年から82年まではシカゴ時

代の仲間で、同じくフロリダに移り住んでいたトランペットとサック

スの伝説的な名手アイラ・サリヴァンとコンビを組んで地元のクラブ

『バッバス』でずっと演奏していたそうだ。「『バッバス』にはディジ

ー・ガレスピーとかスタン・ゲッツとか昔の知り合いがしばしばやっ

て来るのでこの時期は大いに再会をエンジョイした」のだそうだ。こ

のほかエディは80年代の後半期はしばしば豪華客船ノルウェイ号のジ

ャズ・クルーズでも活躍したという。

ところでエディ・ヒギンズが1996年にフロリダで録音したアルバム

「黒と白の肖像」（ヴィーナス TKCZ-36028)のカバーに使われている彼

の幼いころの肖像画がじつは有名な歌手メレディス・ダンブロジオ

（Meredith d'Ambrosio）の作というのはご存じだろうか？筆者が、エ

ディに「あのポートレイトの下にd'Ambrosioとあるクレジットは、メ

レディス・ダンブロジオのことか？」と問いただすと、またまた意外

な答えが返ってきた。「じつはメレディスはいまの私のワイフなんだよ。

1988年に結婚したんだ。1987年の7月だったかにケープコッドの別荘で

静養していたときに知り合ったんだ。たまたまラジオから流れていた

ジャズ・ボーカルがあんまり素晴らしいのでしばし聞き惚れていたん

だ。私はありとあらゆる歌手の伴奏をやってきたからね。ボーカルに

ついてはうるさい方なんだ。ところがそれまで知らなかったメレディ

ス・ダンブロジオっていう歌手がこれまで聴いたことがないような独

特のスタイルを持った歌手でね、じつにユニークなんだ。そしたら番

組の途中でDJが『おききいただいたメレディスがケープ・コッドのク

ラブに出演しています』っていうじゃないか。さっそくクラブに聴き

に出かけたんだよ。そのクラブはピアニストのデイブ・マッケナなん

かがよく出ているレストランなんだが、その晩はそんなに混んではい

なかったんだ。メレディスはピアノの弾き語りを聴かせながら、途中

で『何かリクエストは？』ってきくから、私は＜オール・トゥ・スー

ン＞をリクエストしたんだ。そのときの彼女の歌とピアノが素晴らし

くてノックアウトされたんだ。で、彼女が休憩に入ったときに、『イン

ターミッションにピアノを弾かせてくれないか』って頼んだんだ。彼

女は『でも貴方は一体誰なの？』っていうから『エディ・ヒギンズだ』

って答えると、私のことは彼女もよく知っていてこころよく弾かせて

くれたんだ。その夜から私のピアノで彼女は歌ったりもしてすっかり

意気投合してしまったんだよ。1年後には正式に結婚した」という。そ

んなわけで、その後のエディはメレディス・ダンブロジオのアルバム

の録音にもつきあうようになり、彼女とコンビを組んで毎年のように

ヨーロッパにもツアーするようになる。メレディスはパリとかコペン

ハーゲンとか欧州でめっぽう人気の高い歌手なのだ。

最後に筆者が生涯忘れられない体験は？と聴くとエディは誇らしげ

に「1959年にシカゴで開かれた第1回プレイボーイ・ジャズ・フェステ

ィバルでテナー・サックスの巨人コールマン・ホーキンスと共演する

ことができたのは生涯忘れられない体験だ」と語った。つづけてエデ

ィは「60年代に『ロンドン・ハウス』で永遠のアイドル、オスカー・

ピーターソンのピアノを目の当たりに毎晩のように聴くことができた

のは最高の幸せだった。私にとっては昔も今もオスカー・ピーターソ

ンこそは世界最高のピアニストなんだ！」としめくくったのである。

さて、いまここに登場した「懐かしのストックホルム/エディ・ヒギ

ンズ・トリオ」～スイング・ジャーナル・リーダーズ・リクエスト─

─というアルバム、もう先刻ご承知の通りヴィーナス・レコードが創

立10周年を記念して企画したスイング・ジャーナルの読者のリクエス

トに応えて録音された嬉しいアルバムだ。スイング・ジャーナルの

2002年11月号に発表されたリクエスト曲の投票結果は第1位の＜懐かし

のストックホルム＞からラストの＜ウィッチクラフト＞まで全25曲が

リストアップされている。参考までにリクエスト・ベスト25曲のリス

トを採録しておきたい。*印はアルバム収録曲。

エディ・ヒギンズ「スイングジャーナル読者リクエスト」投票結果ベ

スト25

第1位　懐かしのストックホルム*

第2位　ミスティ

第3位　あなたと夜と音楽と*

第4位　星影のステラ*

第5位　いつか王子様が

第6位　虹の彼方に*

第7位　酒とバラの日々

第8位　ナーディス*

第9位　わが心のジョージア

第10位　ブレイム・イット・オン・マイ・ユース*

第11位　慕情

第12位　フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン

第13位　サマータイム

第14位　ムーン・リバー

第15位　イット・ネヴァー・エンタード・マイ・マインド*

第16位　スターダスト

第17位　イフ・ユー・クッド・シー・ミー・ナウ*

第18位　モア・ザン・ユー・ノウ*

第19位　ガール・トーク

第20位　ユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ

第21位　ムーンライト・ビカムズ・ユー*

第22位　ウイ・ウイル・ビー・トゥゲザー・アゲイン*

第23位　メモリーズ・オブ・ユー

第24位　イージー・リビング

第25位　ウィッチクラフト*

このリストからもわかるようにエディ・ヒギンズは＜ミスティ＞と

か＜いつか王子様が＞とか＜サマータイム＞といった超有名曲は今回

はさけて、フレッシュな感覚で演奏に臨みたいということから25曲の

なかから上記のような12曲が選ばれた。さらにこれはエディからのリ

クエストという形で、ベニー・ゴルソン作曲の＜クリフォードの想い

出＞とライオネル・ニューマン作曲の＜アゲイン＞という2曲が追加さ

れた。＜クリフォードの想い出＞を加えたいというエディの心情は、

天才トランペッター、クリフォード・ブラウンへの思慕の情とともに、

じつは、彼がいま飼っている愛犬の名前が“クリフォード・ブラウン”

と名付けられているそうで、これは愛犬へのトリビュートでもある。

一方、エディの愛奏曲の一つ＜アゲイン＞は1999年に録音されたヴィ

ーナス・レーベルの同名のアルバムでも演奏されているが、今回は、

ボサノバ・アレンジで再演されることになった。演奏曲はよく知られ

た曲ばかりだし、エディと彼のトリオがどんな味付けで聴かせてくれ

るかが楽しみだが、＜ナーディス＞や＜星影のステラ＞のように、意

表をついてハードにスイングしたり、＜あなたと夜と音楽と＞やボサ

ノバ・アレンジの＜アゲイン＞などに示される軽妙なアレンジは大人

のジャズ・ファンの心を揺さぶらずにはおかない。このあとはエデ

ィ・ヒギンズ・トリオの円熟したプレイを心いくまで満喫されたい。
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Dear Old Stockholm 
懐かしのストックホルム
Eddie Higgins Trio

エディ・ヒギンズ・トリオ

1. ムーンライト・ビカムス・ユー
Moonlight Becomes You《 J Van Heusen 》( 5 : 06 )

2. モア・ザン・ユー・ノウ
More Than You Know《 V. Youmans 》( 5 : 16 )

3. ナーディス
Nardis《 M. Davis 》( 4 : 31 )

4. 虹の彼方に
Over The Rainbow《 H. Arlen 》( 4 : 57 )

5. 懐かしのストックホルム
Dear Old Stockholm《 Trad 》( 5 : 59 )

6. クリフォードの想い出
I Remember Clifford《 B. Golson 》( 5 : 17 )

7. あなたと夜と音楽と
You And  The Night And The Music《 A. Schwartz 》( 6 : 19 )

8. イフ・ユー・クッド・シー・ミー・ナウ
If You Could See Me Now《 T. Dameron 》( 5 : 30 )

9. アゲイン
Again《 L. Newman 》( 4 : 48 )

10. ウィ・ウィル・ビー・トゥゲザー・アゲイン
We Will Be Together Again《 F. Laine, C.Fisher 》( 4 : 02 )

11. ウィッチクラフト
Witchcraft《 C. Coleman 》( 7 : 11 )

12. イット・ネバー・エンタード・マイ・マインド
It Never Entered My Mind《 R. Rodgers 》( 5 : 22 )

13. 星影のステラ
Stella By Starlight《 V. Young》( 5 : 19 )
14. ブレイム・イット・オン・マイ・ユース

Blame It On My Youth《 O. Leavant 》( 4 : 45 )

エディ・ヒギンズ Eddie Higgins《 piano 》
ジェイ・レオンハート Jay Leonhart《 bass 》
ジョー・アシオーネ Joe Ascione《 drums 》
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